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民事訴訟裁判通知（最終通告書） 

 

今回貴方に対し民事訴訟裁判の訴状が提

出されたことを通知します。貴方は債権回収

業者及びお取引契約会社に対しての契約

不履行につき原告側が提出した訴状を管轄

裁判所が受理した事をご報告します。下記

の裁判取下げ期日を過ぎますと  ～中略

～ 原告側の主張が全面的に受理され、裁

判後の処置として、給与及び動産、不動産

の差し押さえを執行官立会いのもと強制執

行させていただきます。尚こちらは書面通達

となりますので、個人情報保護のため、詳細

等は当職員までお問い合わせください。 

※ ご連絡なき場合は本書を勤務先へ郵送

させていただきます。  

裁判取下げ期日 平成 20 年○○月○○日 

            

〒176-0000 

東京都練馬区○○○丁目○○番○○号 

法務省管轄 日本財政管理事務局    

℡03-0000-0000 

 

法律文書のよう

な語句を使って

います。ほかに

未納料金請求書

など。 

脅し文句です。理由も

なく差し押さえを執

行されることはあり

ません。 

期日を直近に設定

して、緊急に思わせ

ようとしています。 

請求金額や内容がき

ちんと記載されてい

ません。 

公的機関のよう

に見せかけてい

ますが、実在し

ない団体です。 

電話をかけ

させるのが

目的です。 

以前はフリーダイヤル

などが多かったのです

が、最近は固定電話が

増えています。 


